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光方式の量子情報処理で用いられるスクイーズド光は光損失によりスクイージングレベルが急

激に低下するため光学素子は低光損失であることが不可欠である。さらに、光量子コンピュータ

ーの実機開発のため実験系をファイバーベースで構築した場合、ファイバー中で光の偏光が回転

してしまい、干渉計を構築した際にビジビリティが低下する[1]。これは一部の光が干渉に寄与す

ることができなくなるため光損失が生じたのと同等の効果をもたらす。そのため、干渉箇所の前

で偏光制御器を挿入して偏光状態を調整するべきであるが、偏光制御器自体も低光損失でなけれ

ばならない。だが、一般的なファイバーベース偏光制御器ではシングルモードファイバーをピエ

ゾアクチュエータなどで圧力をかけて偏光を回転させる方式が用いられており[2]、光損失が 5%

程度と大きくなってしまう。そこで我々は新たな低光損失の偏光制御手法を考案した。それはフ

ァイバー光学素子の偏光消光比(PER)が有限であるため、偏光保持ファイバーを用いていても偏

光が少しずつ回転してしまう性質を逆手に取り、偏波保持ファイバーの偏波保持軸から偏光面が

ずれた光をファイバーストレッチャーで伸長し、偏光を回転させる方式である。光ファイバーは

光の伝送方向に垂直に押し付けた場合よりも伝送方向に引っ張った場合のほうが光損失が小さく、

この方式では光損失 0.5%で偏光を制御することが可能になる(図 1)。 

 

Fig 1 (a) Interferometer with this method. (b) This method is illustrated by a Poincaré sphere representation of the 

polarization state. 
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